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〔 件 名 〕 

  ・企画展「君野順三が見た鳥取大火」の開催について 

                     【公文書館】・・・２ 

 

 ・『オーラルヒストリー「とっとりの記憶」１ 元鳥取県知事 平林鴻三』 

及び『鳥取県の銅鐸・武器形青銅器の研究』の刊行について 

【公文書館】・・・３ 
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企画展「君
きみ

野
の

順
じゅん

三
ぞう

が見た鳥取大火」の開催について 

 

令和６年４月１９日 

公 文 書 館 

 

公文書館では、鳥取大火の記録を次の世代に継承するため、大火発生の４月１７日にあ

わせて、以下のとおり鳥取大火の企画展を開催中です。今回は令和４（２０２２）年１０

月に寄贈を受けた、君野順三（1883～1954、弁護士・鳥取県議会議員）旧蔵写真９点を初

公開するとともに、関連資料６点を合わせて紹介します。 

初公開する写真は、君野の自宅兼弁護士事務所があった西町や、二ノ丸、袋川沿いの桜

並木等が撮影されています。これらの写真には撮影日時・場所が記載されており、大火の

情況を知るうえで貴重な資料です。 

 

１ 会期 ４月１２日（金）～４月２８日（日） 午前９時～午後５時 

     【会期中は無休】 ※入場無料 

２ 場所 公文書館１階展示コーナー（鳥取市尚徳町１０１） 

３ 主催 公文書館 

４ 展示資料 

（１） 君野順三旧蔵鳥取大火関係写真９点【初公開】※撮影者は不明 

（２） 鳥取県立鳥取図書館（君野順三邸付近）の復旧関係文書【公文書館所蔵資料・初公開】 

（３） 大火延焼図 

 

＜参考＞ 

１ 君野順三略歴 

  明治16（1883）年  八東
はっとう

郡若桜
わ か さ

宿（現八頭郡若桜町）に 

生まれる 

  明治34（1901）年  東京法学院（現中央大学）を卒業 

  明治36（1903）年  鳥取市内に弁護士事務所を開業 

  大正６（1917）年  鳥取市議会議員、その後市議会議長を 

務める 

  昭和２（1927）年  鳥取県議会議員（昭和６年まで） 

昭和29（1954）年  逝去 

 

２ 鳥取大火に係る近年の展示 

  ・令和５年度「小学校が記録した鳥取大火」 

・令和４年度「田賀久治の見た鳥取大火」 

  ・令和３年度「鳥取大火の初公開写真」 

・令和２年度 公文書館ホームページでのウェブ展示「鳥取大火２０２０」 

 

３ 鳥取大火の概要 

   昭和２７（１９５２）年４月１７日午後２時５５分頃、鳥取市吉方の市営動

源温泉付近から出火。同日は、フェーン現象による強い南風が吹いていたた

め、火は瞬く間に燃え広がり、旧市街地の３分の２が焼失した。鎮火は、火災

発生から約１２時間後の翌１８日午前３時頃。火災発生の原因は諸説あり、２

カ月に及ぶ捜査が行われ、１千人以上の関係者が取り調べを受けたが、出火原

因の特定には至らなかった。 

君野順三（君野家提供） 
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『オーラルヒストリー「とっとりの記憶」１ 元鳥取県知事 平林鴻三』 

及び『鳥取県の銅鐸・武器形青銅器の研究』の刊行について 

       令和６年４月１９日 

  公 文 書 館 

このたび、公文書館では、ふるさと鳥取歴史情報活用推進事業の一環として、以下

の書籍を刊行しました。 

 

１ 『オーラルヒストリー「とっとりの記憶」１ 元鳥取県知事 平林鴻三』 

（１）内 容 

本書は、「鳥取県の昭和の記憶」収集事業（オーラル 

ヒストリー事業）※として実施した、元鳥取県知事・ 

平林鴻三氏に 2020（令和 2）年 11 月から翌年 3 月まで 

3 回にわたり行ったインタビューの記録である。 

平林氏が鳥取県職員、知事として県政に携わった 

昭和 30 年代後半から同 50 年代にかけての時期は、 

高度経済成長から低成長時代へと大きく変化する 

時期にあたり、平林県政では医療・福祉の充実、不況 

からの脱却が図られたところであり、平林氏の証言 

から、当時の鳥取県の状況をより詳しく理解できる 

ものとなっている。 

※ 戦後の本県の政治・経済・社会、その他分野で活躍してきた人々の証言を記録化し、

貴重な歴史資料として後世に伝えることを目的とする事業である。オーラルヒス

トリーとは、何らかの体験をした証言者の語りを聞き手が記録したもので、「口述

記録」、「口述歴史」とも言われる。 

（２）その他 

  ア 刊行物の種別 冊子（Ａ５判、本文 143 頁） 

イ 頒 布 価 格 ５００円（税込） 

ウ 頒 布 窓 口 県内各書店、県立公文書館及び県庁県民課、総合事務所等（八頭・

中部・西部・日野） 

 

２ 『鳥取県の銅鐸・武器形青銅器の研究』                 

（１） 内 容 

本書は、平成 25 年度から「新鳥取県史編さん事業」  

の考古部会で実施した鳥取県内出土及び県内所在の弥生 

時代の銅鐸・武器形青銅器（銅剣・銅矛・銅戈）の調査 

研究の成果を報告書として刊行したものである。弥生時 

代の鳥取県の歴史を知る上で重要な遺物である銅鐸１９ 

点・武器形青銅器７点の写真、実測図、三次元計測デー 

タ、観察所見、科学分析の結果等を網羅している。 

（２） その他 

ア 刊行物の種別 冊子（Ａ４判、本文 247 頁） 

イ 頒 布 価 格 等 ４，７００円(税込)にて４月 23 日(火)から有償頒布 

ウ 頒 布 窓 口 県立公文書館、中部・西部総合事務所県民福祉局 

＊全内容を収めた DVD 付 
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